
「リスク・フリー・レートに関する勉強会」第１回議事要旨 

（平成 27 年 4 月 28 日（火）16 時 30 分～18 時、日本銀行本店会議室） 

１．議事の概要 

 勉強会の議長・副議長が選出された。 

 議長より、勉強会の運営要領案（別紙）の説明が行われ、承認された。 

 第２回会合に向けて、参加者を拡充することが合意された。また、アウトリーチの必

要性が指摘された。 

 事務局より、潜在的なリスク・フリー・レートとされている、無担保コール取引、有

担保コール取引、GC レポ取引、国庫短期証券取引、OIS 取引の最近の状況について説

明が行われ、意見交換が行われた。 

 議長より、次回会合は 5月下旬を予定していることが示された。 

２．参加者の意見 

 対外的に議論が見えるようにすべき。 

 事務局が指摘したリスク・フリー・レートの候補には、いずれも一長一短な面がある。 

 実取引の状況等に鑑みれば、議論の対象とするレートは相応に絞り込むことができる

ように窺われる。 

 円金利については、無担保コール取引が相応にあり、無担保コール・オーバーナイト

物レートについては、優先的に検討してもよいのではないか。 

 レートを新たに創設するのは大変な作業。 

 リスク・フリー・レートの特定にあたっては、当該レートが利用されるものになるよ

う議論することが重要。会計等の面についても検討することが有益。 

 利用のしやすさ、という観点からは、他の通貨における検討状況をよく勘案し、通貨

間の取引の利便性に配慮すべき。 

 金融商品の評価への利用方法などについても検討することが有益。 
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